くらいの 伯父が、 酔余の 興に その 家の 色黒く 痩せこけ 

た 無学の 下婢 を この 魚容に 押しつけ、 結婚せ よ、 よい 

縁 だ、 と 傍若無人に 勝手にき めて、 魚容は 大いに 迷惑 

では あつたが、 この 伯父 もまた 育ての親の ひとりで 

あって、 si わば 海山の 大恩 人に 違いない ので あるから、 

その 酔漢の 無礼な 思いつき に対して 怒る 事 も 出来ず、 

涙を咏 え、 うつろな 気持で 自分より 二つ 年上の その 痩 

せて ひからびた 醜い女 をめ とった ので ある。 女 は 酒く 

らいの 伯父の 妾であった という 噂 も あり、 顔 も 醜い 

が、 心 も あまり 結構でなかった。 魚容の 学問 を 頭から 

とどま あ 

軽蔑して、 魚容が 「大学の 道 は 至善に 止 るに 在り」 な 



死にたい」 と 極度の 疲労の ため 精神 朦朧と なり、 君子 

の 道 を 学んだ 者に も 似合わず、 しきりに 世 を 呪い、 わ 

が 身の 不幸 を 嘆いて、 薄目 を あいて 空飛ぶ 烏の 大群 

を 見上げ、 「からすに は、 貧富が 無くて、 仕 合せ だな あ。」 

と 小声で 言って、 眼 を 閉じた。 

A ん， 、 

この 湖畔の 呉王 廟は、 三国 時代の 呉の 将軍 甘 寧 を 呉 

王と 尊称し、 之 を 水路の 守護神と して あがめ 祀 つてい 

る もので、 霊顕 すこぶる あらた かの 由、 湖上 往来の 舟 

が この 廟前を 過ぐ る 時には、 舟 子ども 必ず 礼拝し、 廟 

の 傍の 林に は 数百の 烏が 棲息して いて、 舟 を 見つける 

と 一斉に 飛び立ち、 啞々 と やかましく 噪 いで 舟の 帆柱 



魚容は 情に 感じて、 

「ありがとう。 乃公 も 実は 人間界で さんざんの 目に 

遭って 来て いるので、 どうも 疑い深く なって、 あなた 

の 御 親切 も 素直に 受取る 事が 出来なかった のです。 ご 

めんなさい。」 

「あら、 そんなに 改まった 言い方 をして は、 おかしい 

わ。 きょうから、 あたし は あなたの 召使い じ やない の。 

それで は 旦那 様、 ちょっと 食後の 御 散歩 は、 いかがで 

しょう。」 

おうよ-つ 

「うむ、」 と魚容 もい ま は 鷹揚に うなずき、 「案内た の 

む。」 



を 養って いたが、 それでも、 さすがに 身辺の 者から 受 

ける 蔑視に は 堪えかねる 事が あって、 それから 三年 目 

の 春、 またもや 女房 を ぶん殴って、 いまに 見ろ、 と 青 

雲の 志 を 抱いて 家出して 試験に 応じ、 やっぱり 見事に 

落第した。 よっぽど 出来ない 人だった と 見える。 帰途、 

また 思い出の 洞 庭 湖畔、 M 王廟に 立ち寄って、 見る も 

のみな 懐し く、 悲しみ もまた 千倍して、 おいおい 声 を 

放って 廟 前で 泣き、 それから 懐中の わずかな 金 を 全部 

はたいて 羊肉 を 買い、 それ を廟 前に ばら 撒いて 神 烏に 

供して 樹上から 降りて 肉 を 啄む群 烏 を 眺めて、 この 

中に 竹 青 もい るの だろう な あ、 と 思っても、 皆 一様に 



人間 万事 塞 翁 の 馬 だと 三年 前に あ のお (># さんが 言 つ て 

はげまして くれた けれども、 あれ は噓 だ、 不仕 合せに 

生れつ いた 者 は、 いつまで 経っても 不仕 合せの どん底 

であが いている ばかり だ、 これすな わち 天命 を 知る と 

いう 事 か、 あは は、 死のう、 竹 青が 泣いて くれたら、 

それでよ い、 他に は 何も 望み は 無い」 と、 古聖 賢の 道 

を 究めた 害の 魚容も 失意 の 憂愁に 堪えかね、 今夜 は ザ J 

の 湖で 死ぬ る 覚悟。 やがて 夜になる と、 輪郭の 滲んだ 

満月が 中空に 浮び、 洞 庭 湖 はた だ 白く 茫 として 空と 水 

の 境が 無く、 岸の 平沙は 昼の ように 明るく 柳の 枝 は 湖 

もや ば， レだ 

水の 靄 を 含んで 重く 垂れ、 遠くに 見える 桃 畑の 万朶の 



き、 この 呉王 廟 にいる 昔のお 友達が あなたの お見えに 

なって いる 事 を 知らせに いらして 下さった ので、 あた 

し は、 漢 陽から いそいで 飛んで 来たので す。 あなたの 

好きな 竹 青が、 ちゃんと こうして 来たので すから、 も 

う、 死ぬ なんて おそろしい 事 をお 考えに なって は、 い 

やよ。 ちょっと、 あなた も 痩せた わね え。」 

「痩せる il さ。 二度 も 続けて 落第し ちゃつ たんだ。 故 

郷に 帰れば、 また どんな 目に 遭う かわからない。 つく 

づ くこの 世が、 いやにな つた。」 

「あなた は、 ご 自分の 故郷に だけ 人生が あると 思い込 

んで いらっしゃ るから、 そんなに 苦しく おなりになる 



「どうして そんなに 故郷の 人た ちの 思惑ば かり 気にす 

るので しょう。 むやみに 故郷の 人た ちの 尊敬 を 得た く 

きょうげん 

て 努めてい る 人 を、 郷原 というん じゃなかった かしら。 

郷原は 徳の賊 なりと 論語に 書いて あ つたわね。 」 

魚容 は、 ぎ や ふんと まいって、 やぶれ かぶれに なり、 

「よし、 行こう。 漢 陽に 行こう。 連れて行って くれ。 

ゆく もの かく かな す はな は 

逝 者 は斯の 如き 夫、 昼夜 を 舎て ず。」 てれ 隠しに、 甚 

しょ-つ あざ け 

だ 唐突な 詩句 を 誦して、 あは はは、 と 自ら を 嘲った。 

「まいります か。」 竹 青 はいそい そして、 「ああ、 うれ 

しい。 漢 陽の 家で は、 あなた をお 迎えしょう として、 

ちゃんと 仕 S がして あります。 ちょっと、 眼 をつ ぶつ 



だ。」 と 抗弁した。 

「あたし は 神 女です。」 と 竹 青 は、 きらきら 光る 漢 水の 

流れ を まっすぐに 見つめた まま、 更に きびしい 口調で 

言った。 「あなた は、 郷 試に は 落第いた しました が、 神 

の 試験に は 及第し ました。 あなたが 本当に 烏の 身の上 

せんぼう 

を 羨望して いるの かどう か、 よく 調べて みるよう に、 

あたし は 呉王 廟の 神様から 内々 に 言いつけられ ていた 

きんじ. 5 う 

のです。 禽獣に 化して 真の 幸福 を 感ずる ような 人間 

けんえん 

は、 神に 最も 倦厭せられ ます。 いちど は、 こらしめの 

ため、 あなた を 弓矢で 傷つけ て、 人間界に かえして あ 

げ ましたが、 あなた は 再び 烏の 世界に 帰る 事 を 乞い ま 
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